話で ある。 そうして それ は 根の 深い 国民 教育の 結果と 

して、 始めて 一般 世間の 表面に 浮遊して 来る ょリ 外に 

みち ここき 

途 のない ものである。 既に 根本が 此処で 極まり さえす 

れば、 他の 設備 は 殆んど 装飾に 過ぎない。 (その 弊害 

を 勘定に 入れない 時で すら)。 余 は 政府が 文芸 保護の 

最急 政策と して、 何故 にまず 学校教育 の 遠き 源から 手 

を 下さな かつ たかを 怪 むので ある。 それほど 大 仕掛の 

手数 を 厭う 位なら、 ついでに 文芸 院を 建てる 手数 を も 

厭った 方が 経済で あると 考える。 国家 を 代表す るかの 

観 を 装う 文芸 委員なる もの は、 その 性質 上 直接 社会に 

向って、 以上の ような 大勢 力 を 振舞 かねる 団体 だから 



もし それが 一家の 批判 を 超越す る 場合に は、 批判 その 

物 の 性質と し て 普遍なら ざ るべ か らざ る 権威 を 内 に 具 

じゅくぎ 

えてい るが ためで、 いわば 相手と 熟議の 結果から 得た 

ひと 

自然の 勢力に 過ぎない。 我々 の 背後に はた だ 他より 優 

秀 なる 鑑賞 力と、 他より 超越せ る 判断力が あるの みで、 

ひとえ 

単に これが ために わが 言辞に それ 相応の 権威 を 生ず 

るので ある。 

この 権威 を 最後 最上の 権威で あれ かしと- 冀 うの は、 

我々 の 欲望であって、 一般に 通ず る 事実で はない。 こ 

れを 事実に して くれる もの は、 相手と 公平なる 三者で 

きょだく 

ある。 いやしくも 二者の 許諾 を 得ざる もの は、 どこ ま 



わが 小説 界は 偉大なる 一、 二の 天才 を 有する 代りに、 

優劣の しかく 懸隔せ ざる 多数の 天才 (もしくは 人才) 

の 集合 努力に よって 進歩しつつ ある。 

この 傾向 を 首肯いつつ、 文芸 委員の するとい う 選抜 

賞与の 実際問題に 向うならば、 公平に して 真に 文界の 

前途 を 思う もの は、 誰し も その 事業に 伴う 危険と 困難 

と を 感ずべき はずで ある。 さまで 優劣の 階段 を設 くる 

必要な き 作品に 対して、 国家的 代表者の 権威と 自信と 

を 以て、 敢て 上下の 等級 を 天下に 宣告して 憚らざる さ 

きん てん きた 

え あるに、 文明の 趨勢と 教化の 均霑 とより 来る 集合 団 

体の 努力 を 無視して、 全部に 与うべき はずの 報酬 を、 



強いて 個人の 頭上に 落さん とする は、 殆んど 悪意 ある 

しゅしゃ 

取捨と 一 般の 行為 だからで ある。 

二う お 

好悪 は 人々 の 随意で ある。 好悪より 生ずる 物品 金銭 

の 贈与 もまた 人々 の 随意で ある。 英国の 王家が 月桂 詩 

人の 称号 をス ウィン バ— ンに 与えないで、 ォ— ス チン 

に 年々 一 一、 三百 磅 の 恩給 を 贈る の は、 単に 王家が この 

詩人に 対する 好悪の 表現と 見れば それまで である。 け 

れ ども 国家の 与うべき 報酬 は、 一 銭 一 厘たり とも 好悪 

によって 支配 さるべき ではない。 必ず 優劣に よって 決 

は つ きり 

せらるべき である。 しかも その 優劣が 判然と 公衆の 眼 

に 映らなければ ならな い。 ， J の 必要条件 を 具備し な い 



まさ かんか 

国家的 保護と 奨励と はなき に 優る と 寛 仮す るよりも、 

むしろ あるに 劣る (もしそう いう 言葉が 意味 をな すな 

らば) と 非難す る 方が 当然で ある。 

作物の 現状と 文士の 窮状と は 既に 上 説の 如くで あつ 

て、 ここに 保護の ために 使用すべき 金が 若干で も ある 

とすれば、 それ を 分配すべき 比較的 無難な 方法 はた だ 

一 つ ある だけで ある。 余 は 毎月 刊行の 雑誌に 掲載され 

る 凡ての 小説と はいわない つもりで あるが、 その 大部 

分、 即ち 或る 水平 以上に 達した る 作物に 対して はこの 

保護金な り 奨励金な り を 平等に 割り 宛て、 当分 原稿料 

の 不足 を 補うよう にしたら 可かろう と 思う。 固よ リ各 



人に 割り 宛てれば 僅かな ものに 違ない けれども、 一 つ 

の 短篇に ついて、 三十 円 乃，" 至 五十 円 位な 賞与 を 受ける 

事が 出来た な ら 、 賞与 に 伴う 名誉な ど はどうで も 可い 

として、 実際の 生活 上に 多少の 便宜 は ある 事と 信ぜら 

れ るからで ある。 こ うすれば 雑誌の 編輯 者と か 購買者 

とかに はまる で 影響を及ぼさずに、 ただ 雑誌 を 飾る 作 

くつろ 

家 だけが 寛容ぐ 利益の ある 事 だから、 一 雑誌に 載る 小 

ふ きづ かい もっと 

説の 数が むやみに 殖える 気遣 はない。 尤も 自分で 書 

ます 

い て 自分で 雑誌 を 出す 道楽な 文士 は 多少 増 かも 知れな 

いが、 それ は 実施の 上に なって 見なければ 分らない。 

余 は 以上の 如く 根本に おいて 文芸 院の 設置に 反対 を 



ょリ あい かんない ほうこう 

ストの 寄 合で ある。 自己の 劃した る 檻 内に 咆哮して、 

互に 嚙み 合う 術 は 心得て いる。 一歩で も 檻 外に 向って 

社会的に 同類 全体の 地位 を 高めようと は 考えて いない。 

てん 

互 を 軽蔑した 文字 を恬 として 六 号 活字に 並べ立てたり 

こと 

などして、 故 さらに 自分ら が 社会から 軽蔑され るよう 

ありさま 

な 地盤 を 固めつつ 澄まし 返って いる 有様で ある。 日本 

の 文芸 家が 作家 倶楽部と いう ほどの 単純な 組織 すら 

も 構成し 得ない 卑 力な 徒で ある 事 を 思えば、 政府の 計 

画した 文芸 院の 優に 成立す るの も 無理 はない かも 知れ 

ぬ。 

—— 明治 四 四、 五、 一 八 I 二 〇 『東京 朝日 新聞』 —— 
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